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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の給電ピンを有する給電側口金および１本の保持ピンを有する保持側口金を備える
直管形ランプであって、
　前記保持側口金は前記保持ピンが配置される保持側当接面を有し、
　前記保持側当接面における前記保持ピンを中心に対向する両側部には、一対の保持側口
金突起が形成されていることを特徴とする直管形ランプ。
【請求項２】
　前記保持側当接面は円形で形成され、
　前記保持側口金突起における前記保持側当接面の外周側は、円弧面として形成されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の直管形ランプ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の直管形ランプを装着する照明器具であって、
　前記給電側口金と前記保持側口金との両方を取り付け可能に構成した同一構造である一
対のランプソケットを両端部に配置したことを特徴とする照明器具。
【請求項４】
　前記ランプソケットは、
　本体と、
　前記本体に回転可能に取り付けられ、前記給電ピンと前記保持側口金突起との両方を保
持可能な回転子と、
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　を備えることを特徴とする請求項３に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記本体には、前記回転子に連通する円形の開口部が開口し、
　前記保持側口金突起を前記回転子に保持した際に、前記保持側口金突起の前記円弧面は
、前記開口部の内周縁と当接する位置となることを特徴とする請求項２に従属する請求項
４に記載の照明器具。
【請求項６】
　前記一対のランプソケットの両方には、電源装置から電力が供給されることを特徴とす
る請求項３～５のいずれか１項に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直管形ランプおよびその直管形ランプを天井等に固定する照明器具に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　天井照明等に用いられる直管形ランプとして、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）を光源
とした直管形ＬＥＤランプが知られている。直管形ＬＥＤランプには、日本電球工業会に
より制定される規格「ＪＥＬ８０１」に準拠したＬＥＤランプ専用のＧＸ１６ｔ－５口金
を備えるものがあった。このＧＸ１６ｔ－５口金は、例えば、特許文献１や特許文献２に
記載されるように、一方が２本の給電ピンを備える給電側口金であり、他方が給電ピンと
は異なる形状の１本の接地ピンを備える接地側口金となっている。そして、給電側口金を
装着する給電側ソケットおよび接地側口金を装着する接地側ソケットの２種類のソケット
によって、直管形ＬＥＤランプが固定される構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－６９４３５号公報
【特許文献２】特開２０１３－６９４２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、直管形ＬＥＤランプの接地側口金に装着される接地側ソケットは、接地ピンをア
ースに接続するためのアース機構を有していた。しかしながら、近年、「ＪＥＬ８０１」
を基にしてＧＸ１６ｔ－５口金付きの直管形ＬＥＤランプに関するＪＩＳ規格(JIS C 815
9-1)が制定され、さらに、口金に関するＪＩＳ規格（ＪＩＳ　Ｃ７７０９－１）が改定さ
れている。当該ＪＩＳ規格では、接地ピンのアース接続が不要となっている。
【０００５】
　また、上記のとおり、ＧＸ１６ｔ－５口金においては給電側と接地側とでピンの本数や
形状が異なるため、ランプを固定するためには口金各々に対応する２種類のソケットが照
明器具に必要となる。そのため、照明器具の部品点数が増加するとともに、部品の選別等
の管理工程が必要となっていた。また、組立作業工程における取り付け間違いが発生する
可能性もあった。さらに、直管形ＬＥＤランプの給電側口金を対応する給電側ソケットに
、また、直管形ＬＥＤランプの接地側口金を対応する接地側ソケットにそれぞれ装着する
必要があり、直管形ＬＥＤランプを取り付ける際の方向性が生じるため、取り付け時の作
業性も悪かった。
【０００６】
　さらに、図１０に示すような従来の接地側ソケットに接地ピンを保持する場合には、直
管形ＬＥＤランプを回転することで接地ピンが回転し、接触片により接地ピンを保持して
いる。しかし、直管形ＬＥＤランプの回転不足等により正規の装着位置（９０°）にない
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場合、接触片からの応力により接地ピンが回転しやすく、直管形ＬＥＤランプが回転して
落下につながることがあった。
【０００７】
　本発明は、上記のような課題を解決するためのものであり、直管形ランプを照明器具に
取り付ける際の方向性をなくして作業性を向上させるとともに、照明器具の部品コストお
よび管理コストの低減を図ることが可能な直管形ランプおよび照明器具を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る直管形ランプは、一対の給電ピンを有する給電側口金および１本の保持ピ
ンを有する保持側口金を備える直管形ランプであって、保持側口金は保持ピンが配置され
る保持側当接面を有し、保持側当接面における保持ピンを中心に対向する両側部には、一
対の保持側口金突起が形成されているものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る直管形ランプおよび照明器具によれば、直管形ランプの給電側口金および
接地側口金（保持側口金）を共通のランプソケットに装着することができるため、ランプ
を取り付ける際の方向性がなくなり、作業性が向上する。また、照明器具の両ランプソケ
ットを共通化することで、従来必要としていた接地側ソケットが必要なくなり、部品コス
トおよび部品の選別等の管理コストを低減することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態における照明器具１０の斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の一例を示す斜視図である
。
【図３】本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の給電側口金２２の拡大図
である。
【図４】本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地側口金２１の拡大図
である。
【図５】本発明の実施の形態におけるランプソケット３０の分解斜視図である。
【図６】本発明の実施の形態におけるランプソケット３０の導電接触片３３ａ、３３ｂと
給電ピン２５との接触状態を示す断面図である。
【図７】本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地ピン２７をランプソ
ケット３０に挿入した状態（０°）を示す立面図である。
【図８】本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地ピン２７をランプソ
ケット３０に挿入した状態（０°）から９０°回転した状態（正規の装着位置（９０°）
）を示す立面図である。
【図９】本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地ピン２７をランプソ
ケット３０に挿入した状態（０°）から９０°回転した状態（正規の装着位置（９０°）
）を示す断面図である。
【図１０】従来の接地側ソケットを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、本発明におけるランプソケットおよび照明器具の実施の形態を図面に基づいて
詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の実施の形態における照明器具１０の斜視図である。
　図１に示すように、照明器具１０は、器具本体１１および反射板１２を備えている。器
具本体１１の長手方向の両端には、同じ仕様のランプソケット３０がそれぞれ設けられ、
ランプソケット３０に直管形ＬＥＤランプ２０が着脱可能に装着される。反射板１２は、
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直管形ＬＥＤランプ２０から発せられる光を配光する機能を有する。また、照明器具１０
は、直管形ＬＥＤランプ２０を点灯させるための電源を供給する電源装置（図示せず）を
備えている。
【００１３】
　図２は、本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の一例を示す斜視図であ
る。
　図３は、本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の給電側口金２２の拡大
図である。
　図４は、本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地側口金２１の拡大
図である。
　図２に示すように、直管形ＬＥＤランプ２０は、外郭２３、ならびに外郭２３の両端に
それぞれ設けられた給電側口金２２および接地側口金２１を備えている。外郭２３は、内
部に光源となるＬＥＤモジュールを備え、その光を透過する構成となっている。
【００１４】
　本実施の形態の給電側口金２２および接地側口金２１は、ＪＥＬ８０１規格に準拠した
ＧＸ１６ｔ－５口金である。詳しくは、図３に示すように、給電側口金２２は一対（２本
）のＬ字形状の給電ピン２５を有する。給電ピン２５は、給電側口金２２の給電側当接面
２４から軸方向に延びる給電ピン軸部２５ａと、給電ピン軸部２５ａの先端から外方向に
延びる給電ピン抜け止め部２５ｂとからなる。
【００１５】
　また、図４に示すように、接地側口金２１は、１本の接地ピン２７を有する。接地ピン
２７は、接地側口金２１の接地側当接面２６から軸方向に延びる接地ピン軸部２７ａと、
接地ピン軸部２７ａの先端に形成される楕円形状の接地ピン先端部２７ｂとからなる。接
地ピン２７を中心に対向する両側部には円形の接地側当接面２６から凸状に形成された一
対の接地側口金突起２８（２８ａ、２８ｂ）が形成されている。また、接地側口金突起２
８の外側側面は円弧面２８ｃで構成されている。なお、接地側口金突起２８の形状は特段
限定されるものではなく、例えば円柱形状や直方体形状を採用することができる。
【００１６】
　図５は、本発明の実施の形態におけるランプソケット３０の分解斜視図である。
　本実施の形態のランプソケット３０は、直管形ＬＥＤランプ２０の両端において一対配
置されており、給電側口金２２および接地側口金２１の両方が装着可能な同一構造の構成
となっている。図５に示すように、ランプソケット３０は、上面が円弧形状の略箱体の形
状を有し、給電側口金２２および接地側口金２１が装着される本体３１と、その背面側を
覆うカバー３２とで構成されている。また、本体３１とカバー３２との間には、一対の導
電接触片３３（３３ａ、３３ｂ）、および回転子３４が配置され収納される。
【００１７】
　本体３１は、ポリカーボネートなどの熱可塑性樹脂で形成される。本体３１は、直管形
ＬＥＤランプ２０を装着する際に、給電側口金２２および接地側口金２１が当接する当接
面部３１ａと、円弧形状に形成された側面部３１ｂとを有する。当接面部３１ａには、略
円形の開口部３６が形成されている。また、側面部３１ｂには略矩形形状の切欠き部３１
ｃが形成されている。カバー３２は、本体３１と同じく、ポリカーボネートなどの熱可塑
性樹脂で形成され、例えば係合爪と係合穴等によって本体３１に取り付けられている。
【００１８】
　カバー３２の内面には、隙間３８ａを介して円状に配置される複数のクリック感用リブ
３８が設けられる。本実施の形態では、０°、９０°、１８０°および２７０°に設けら
れた隙間３８ａを介して４個のクリック感用リブ３８が設けられる。クリック感用リブ３
８は、カバー３２と同じポリカーボネートなどの熱可塑性樹脂で形成される。
【００１９】
　回転子３４は、略円筒形状を有し、ポリカーボネートなどの熱可塑性樹脂で形成される
。回転子３４は、本体３１の開口部３６の内面に回転可能に取り付けられ、開口部３６に
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当接する円板部３４ａと、円板部３４ａを直径方向に貫通して形成される直方体凹形状の
ピン挿入溝３４ｂとを有している。ピン挿入溝３４ｂには、直管形ＬＥＤランプ２０の装
着時に一対の給電ピン２５もしくは接地ピン２７及び接地側口金突起２８が収納される。
【００２０】
　導電接触片３３ａ、３３ｂは、例えば、りん青銅などの導通性のある材質で形成されて
いる。導電接触片３３ａ、３３ｂは、回転子３４のピン挿入溝３４ｂに挿入される一対の
給電ピン２５と共に本体３１内で回転する回転子３４の外周側において、回転子３４を挟
んで対向配置される。回転子３４と導電接触片３３ａ、３３ｂとの間は離間しており、こ
の間隙には直管形ＬＥＤランプ２０がランプソケット３０に装着されたときに一対の給電
ピン２５が位置し、給電ピン２５外側面が一対の導電接触片３３ａ、３３ｂの内側面に当
接するように構成されている。また、導電接触片３３ａ、３３ｂは、図示しない電源装置
と電気的に配線接続されている。なお、電源装置は、一対のランプソケット３０の両方に
接続され、導電接触片３３に電源を供給する。
【００２１】
　次に、ランプソケット３０における給電ピン２５および接地ピン２７の保持状態につい
て、図５～図９を参照して説明する。
　図５におけるピン挿入溝３４ｂが垂直方向となる回転子３４の状態では、ピン挿入溝３
４ｂと切欠き部３１ｃとが連通しており、給電ピン２５、もしくは接地ピン２７及び接地
側口金突起２８をピン挿入溝３４ｂ内に挿入することが可能に構成されている。
【００２２】
　この回転子３４の位置でランプソケット３０に直管形ＬＥＤランプ２０を装着する。
　図５の状態で直管形ＬＥＤランプ２０がランプソケット３０に正しく装着されると、ピ
ン挿入溝３４ｂには、給電ピン２５、もしくは接地ピン２７及び接地側口金突起２８が収
納され、直管形ＬＥＤランプ２０を回転させることにより回転子３４が回動する状態とな
る。
【００２３】
　はじめに、給電側口金２２側における給電ピン２５の取り付けについて説明する。
　図６は、本実施の形態におけるランプソケット３０の導電接触片３３ａ、３３ｂと給電
ピン２５との接触状態を示す断面図である。
　図６に示すように回転子３４を図５の状態から直管形ＬＥＤランプ２０を９０°回転さ
せることで回転子３４が共に回転し、直管形ＬＥＤランプ２０がランプソケット３０に固
定され、回転子３４の外周側において給電ピン２５と導電接触片３３ａ、３３ｂが接触す
る状態となる。この状態により、図示しない電源装置から導電接触片３３を介して給電ピ
ン２５に電源が供給され、直管形ＬＥＤランプ２０に通電する。
【００２４】
　また、直管形ＬＥＤランプ２０が９０°回転されると、図６に示す回転子３４に設けら
れた突起３４ｃがクリック感用リブ３８の隙間３８ａに嵌まり込み、クリック感を生じる
。これにより、作業者が直管形ＬＥＤランプ２０をランプソケット３０に正しく装着でき
たことを認識することができる。
【００２５】
　次に、接地側口金２１側における接地ピン２７の取り付けについて説明する。
　図７及び図８は、接地ピン２７の保持状態を示す図である。
　図７は、本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地ピン２７をランプ
ソケット３０に挿入した状態（０°）を示す立面図である。
　図８は、本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地ピン２７をランプ
ソケット３０に挿入した状態（０°）から９０°回転した状態（正規の装着位置（９０°
））を示す立面図である。
【００２６】
　図７に示すように、まず、接地ピン２７及び接地側口金突起２８が回転子３４のピン挿
入溝３４ｂに挿入される。ランプソケット３０に接地ピン２７及び接地側口金突起２８が
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挿入されたとき、接地ピン２７より先に一方の接地側口金突起２８が開口部３６の内周縁
に当接することにより、回転子３４の中央部付近にて接地ピン２７が保持される。
【００２７】
　図７に示す状態で、直管形ＬＥＤランプ２０を回転させると、接地側口金突起２８が回
転子３４と接触することにより、給電ピン２５を回転させた時と同様に、直管形ＬＥＤラ
ンプ２０の回転と共に回転子３４が回転する。
　そして、図８に示すように正規の装着位置（９０°）となるまで回転子３４を回動する
。
【００２８】
　このように、ランプソケット３０に給電側口金２２および接地側口金２１のどちらが挿
入されても、回転子３４が回動することにより、回転子３４によって接地ピン２７が保持
され、直管形ＬＥＤランプ２０の落下を防ぐことが可能となる。
【００２９】
　接地側口金２１をランプソケット３０に装着する際に回転子３４が回転するのは、接地
側口金突起２８が回転子３４に当接するためであり、接地ピン２７は回転子３４の回転に
関与していない。また、正規の装着位置（９０°）にあるとき、回転子３４と接地側口金
突起２８との接触により直管形ＬＥＤランプ２０はランプソケット３０に固定され、接地
ピン２７自体は保持されていない。したがって、接地側口金２１に接地ピン２７がなくて
も、接地側口金２１をランプソケット３０に装着する際には同様の作用効果が得られる。
【００３０】
　また、接地側口金突起２８の高さは、装着させた時に回転子３４の円板部３４ａの厚み
を超えない寸法で形成する。これは、接地側口金突起２８の高さが円板部３４ａの厚み以
上である場合、直管形ＬＥＤランプ２０を回転させたとき、導電接触片３３と接地側口金
突起２８とが接触し、導電接触片３３が変形等する可能性があるからである。例えば清掃
等のため直管形ＬＥＤランプ２０を取り外し再度取り付ける際に、導電接触片３３が変形
したランプソケット３０側に給電側口金２２の給電ピン２５が装着されると、給電ピン２
５と導電接触片３３とが接触しない可能性があり、不点灯となる不都合が考えられる。
【００３１】
　図９は、本発明の実施の形態における直管形ＬＥＤランプ２０の接地ピン２７をランプ
ソケット３０に挿入した状態（０°）から９０°回転した状態（正規の装着位置（９０°
））を示す断面図である。
　図９に示すように、接地ピン２７は回転させても導電接触片３３との間に隙間３７ａ、
３７ｂが介在し互いに接触しない位置関係となるため、導電接触片３３を変形させる可能
性がない。また、接地側口金突起２８は導電接触片３３と接触しないため、電気的に接続
されることもない。
【００３２】
　直管形ＬＥＤランプ２０が正規の装着位置（９０°）にあるとき、接地側口金突起２８
がランプソケット３０の開口部３６の対向する内周縁に当接しており、接地側口金２１の
動きが制限される為、直管形ＬＥＤランプ２０の振動等による水平方向へのガタつきを防
止することができる。
　また、接地側口金突起２８の開口部３６と接する面は、開口部３６の内周縁の曲面に合
わせた円弧形状の円弧面２８ｃとなっているため、開口部３６の内周縁と摺動可能に密着
することにより、より接地側口金２１のガタつきを防止することができる。
【００３３】
　上記のように、本実施の形態では、ランプソケット３０に給電ピン２５および接地ピン
２７のどちらが挿入されても、給電ピン２５または接地側口金突起２８を回転子３４によ
って保持することができる。また、両方のランプソケット３０の導電接触片３３ａ、３３
ｂには、電源装置から電源が供給されているため、どちらのランプソケット３０に給電ピ
ン２５が挿入されても、直管形ＬＥＤランプ２０を点灯させることができる。
【００３４】



(7) JP 6358908 B2 2018.7.18

10

20

30

40

　これにより、従来はＪＩＳ　Ｃ７７０９－１準拠のＧＸ１６ｔ－５口金を有した直管形
ＬＥＤランプ２０を点灯させるのに、給電側ソケットと接地側ソケットの２種類のランプ
ソケット３０が必要であったが、ランプソケット３０を共通化することができる。よって
、ランプソケット３０や直管形ＬＥＤランプ２０の取り付け作業時に取り付け方向性がな
くなり、作業性が向上するとともに配線作業も統一され、作業ミスの発生を低減すること
が可能となる。
【００３５】
　また、部品を共通化することで、部品点数や部品コストを低減することが可能となる。
さらに、製造工程において、ソケットの選別工程、管理工程等が不要となり、さらにソケ
ットの取り付け間違い等を防ぐことが可能となる。従って、製造にかかるコストの削減が
可能となり、照明器具１０を安価に製造することができる。
【００３６】
　さらに、図１０に示すような従来の接地側ソケット４０に接地ピン２７を保持する場合
には、直管形ＬＥＤランプ２０を回転することで接地ピン２７が回転し、接触片４１によ
り接地ピン２７を保持している。しかし、直管形ＬＥＤランプ２０の回転不足等により正
規の装着位置（９０°）にない場合、接触片４１からの応力により接地ピン２７が回転し
やすく、直管形ＬＥＤランプ２０が回転して落下につながることがあった。
　これに対し、本実施の形態では、回転子３４と接地側口金突起２８とによって接地ピン
２７を保持することにより、落下を防止するとともに振動等によるガタつきを防止するこ
とができる。
【００３７】
　なお、接地ピン２７は、直管形ＬＥＤランプ２０をアース接続するためのピンとして説
明したが、直管形ＬＥＤランプ２０をランプソケット３０に保持する単なる保持ピンとし
て使用することができる。よって、上記実施の形態に記載した接地側口金２１、接地側当
接面２６、接地ピン２７、接地側口金突起２８（２８ａ、２８ｂ）は、本発明における保
持側口金、保持側当接面、保持ピン、保持側口金突起にそれぞれ相当する。
　また、上記実施の形態においては、１灯用のランプソケットついて説明したが、２灯用
以上のランプソケットについても、本発明を適用することが可能である。
【符号の説明】
【００３８】
　１０　照明器具、１１　器具本体、１２　反射板、２０　直管形ＬＥＤランプ、２１　
接地側口金（保持側口金）、２２　給電側口金、２３　外郭、２４　給電側当接面、２５
　給電ピン、２５ａ　給電ピン軸部、２５ｂ　給電ピン抜け止め部、２６　接地側当接面
（保持側当接面）、２７　接地ピン（保持ピン）、２７ａ　接地ピン軸部、２７ｂ　接地
ピン先端部、２８（２８ａ、２８ｂ）　接地側口金突起（保持側口金突起）、２８ｃ　円
弧面、３０　ランプソケット、３１　本体、３１ａ　当接面部、３１ｂ　側面部、３１ｃ
　切欠き部、３２　カバー、３３（３３ａ、３３ｂ）　導電接触片、３４　回転子、３４
ａ　円板部、３４ｂ　ピン挿入溝、３４ｃ　突起、３６　開口部、３７ａ　隙間、３７ｂ
　隙間、３８　クリック感用リブ、３８ａ　隙間、４０　接地側ソケット、４１　接触片
。



(8) JP 6358908 B2 2018.7.18

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(9) JP 6358908 B2 2018.7.18

【図９】

【図１０】



(10) JP 6358908 B2 2018.7.18

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１１－１９８７０９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－６００７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－６７４９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－８６１８１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２１Ｋ　　　９／２７２　　　
              Ｆ２１Ｓ　　　２／００
              Ｆ２１Ｖ　　１９／００　　　　
              Ｈ０１Ｒ　　３３／０８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

